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川と私たちの関係

川の水は上流はきれいですが、さまざまな排水が流れ込む下流では、

にごりや臭いが増して汚れた水になり、 川遊びも出来なくなります。

汚れ程度により、川にすむ生きものや魚の種類は変わってきます。

それや水質などを調べることで、どれ位汚れているかが分かります。

川を含めた身近な環境と自分たちの関わり方を考えてみましょう。

川の水を化学的な検査や五感での測定は、採水した瞬間の水質しか

判定できません。

ところが、川の中にはいろいろな生きものが住んでおり、特に川底の

生きものは、短期間に住みついたものではなく、長い時間をかけて定着

したものですから、数値的な汚れの度合いをはかることはできなくても、

そこに住んでいる生きもの種類によって、大まかですが、かなり確実な

水質の判定ができます。

つまり、きれいな水にしか住まない生きものが多ければ水はきれいと

言えます。また、きたない水を好んで住む生きものが多ければ、その水は

汚れていると言えます。

川の水質を判断する基準になる生きものを 「水質指標生物」 と呼び

4つの階級（Ⅰ～Ⅳ）に分けています 。

海などから蒸発した
水蒸気が上空で
冷えて雨となり、
地上に降ります。

（きれいな水です）

すいしつしひょうせいぶつ

山から流れ出すきれいな水も、さまざまな排水が流れ込むと、だんだん汚れてきます。
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川の汚れの程度を調べる方法は３つあります
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※水生生物の種類や数は、季節により幼虫が成虫になったりするため、
大きく変化します。

※水生生物調査は季節（月）を決めて、継続調査することが大事です。
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１）３５０～５００ｍｌのペットボトルの半分程度まで入れます

（お茶やジュースのボトルはにおいが残るので使えません）

２）フタをしたら、手のひらで温めながら良く振ります（10秒位）

３）直ぐに、においをかぎ、強さや種類を用紙に記入します。

におい測定方法

※ 気温が低ひくいときはにおいを感じにくいので、水を持って帰り、

40度くらいに温めてかいでみると、よく分かるようになります。
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パックテスト（ＣＯＤ低濃度）の測定操作方法
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水生生物の調査方法ときろくの書き方
すいせいせいぶつ ちょうさほうほう かきかた

1）調査するときに、けがをしないように十分に注意して、

川のふかさが30ｃｍくらいまでの所で、調査します

記録用紙に下記項目を記入する

①川の名前、グループ名、年月日、時刻、気温、天候

②水温、流速（3回）をはかり、水のにごり、川岸のようす

※川の流れていく方向（下流）をみて、左が左岸、右が右岸

※橋などが近くにある場合、「○○橋の50ｍ下流」などと

書いておくと、あとで場所がわかりやすい

川の流れていく方向（下流）をみて

右手がわ
右岸（うがん）

左手がわ
左岸（さがん）

下流（海の方）
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～川に入るときの注意～

１）川は楽しい場所ですが、危険なところもあります。川に行くときは

絶対にひとりでは行かないで、おとなの人といっしょに行きましょう。

子ども同士では、何か起きたときに助けてもらえないことがあります。

２）川底にはガラスのかけらやとがった石などがあることがあります。

川の中に入るときは、素足で入らないようにしましょう。

サンダルは脱げて流されてしまうことがありますので、長ぐつやぬれ

てもよいスニーカーなどをはきましょう。

３）流れが速いところや深いところに入るときには、ライフジャケットを

身に着けましょう。

からだを浮かせる大きさ（＝浮力）は、体重の13％が目安です。
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いわきの川に棲んでいる
水生生物の種類と特徴

1）ヒラタカゲロウのなかま －－－－－－－－ 12

2）ナミウズムシ

3）カワゲラのなかま －－－－－－－－－－－ 13

4）ヘビトンボ

5）ナガレトビケラのなかま －－－－－－－－ 14

ヤマトビケラのなかま

6）ブユのなかま

7）ヨコエビのなかま －－－－－－－－－－－ 15

アミカのなかま

8）コガタシマトビケラのなかま

9）ヒラタドロムシのなかま －－－－－－－－ 16

10）コオニヤンマ

11）カワニナ（貝）とゲンジボタル－－－－－17

12）イシマキガイとヤマトシジミ

13）ミズムシ・ミズカマキリ －－－－－－－－ 18

イソコツブムシ・ニホンソコドロエビ

14）ユスリカ・チョウバエのなかま

エラミミズ・サカマキガイ

※季節により幼虫が成虫になったりするため、水生
生物の種類や数は、大きく変化します。

※水生生物調査は季節（月）を決めて、継続して
調査することが大事です。
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